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日清紡グループは、企業理念「挑戦と変革。地球と人びとの未来を創る。」のもと、「環

境・エネルギーカンパニー」グループとして事業活動を通じて社会に貢献し、社会ととも

に成長し続けています。 

このたび日清紡グループでは統合報告書 2021 を発行し、当社ホームページの CSRサイト

を改訂しましたのでお知らせ致します。 

 

統合報告書では、取締役社長・村上雅洋のトップメッセージをはじめ、当社グループ

の 3 つの戦略的事業領域－「モビリティ」「インフラストラクチャー＆セーフティー」「ラ

イフ＆ヘルスケア」－における製品やソリューションとともに、ESG への取組みについて

ご紹介しています。当社グループは、社会のニーズに合わせ事業ポートフォリオを変革す

ることで持続的な成長を目指しております。投資家はじめステークホルダーの皆さまのご

参考になるよう、これら非財務情報についても記述を一層充実させました。 

【トップメッセージの内容】 

●持続的な成長のために M&Aは「友好的」であることにこだわる 

●従業員が納得して動けるよう、コミュニケーションの努力は怠らない 

●常時、「見極め」と「見切り」を検討しながら、人財も育成する 

●2021 年は攻めに転じ、成長戦略の実行にアクセルを踏む 

●デジタルを活用したサービス事業への拡大で収益基盤をより強固にする 

●ダイバーシティ＆インクルージョン活動を推進する 

●ESG 重視や SDGs追求は当社グループの経営戦略のど真ん中 

 

CSR サイトでは、ESGを経営戦略の中心に位置づけ、「『環境・エネルギーカンパニー」グ

ループとして超スマート社会を実現する』ことを事業方針として掲げるトップメッセージ

を紹介しています。また 2020 年度の活動実績を掲載し、各種活動が SDGs を見据えたもの

であることが分かりやすく表現されています。 

日清紡グループの目指す方向は SDGsと重なっており、バリューチェーンのどのプロセ

スにおいても SDGsの達成に貢献していきます。今年の CSRサイトでは「SDGs への貢献」

を新設し、バリューチェーンの中でコアとなる SDGsを図表にまとめています。 

統合報告書 2021  

https://www.nisshinbo.co.jp/nish/ir/library/pdf/annual_report/2021_jp.pdf 

日清紡グループ CSRサイト  https://www.nisshinbo.co.jp/csr/ 

日清紡グループ 統合報告書 2021 発行と 

CSR サイト改訂に関するお知らせ 

https://www.nisshinbo.co.jp/nish/ir/library/pdf/annual_report/2021_jp.pdf
https://www.nisshinbo.co.jp/csr/
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現在、2019年度からの第 4期中期 CSR目標を掲げ、数値で把握可能な項目については、

重点活動項目ごとに KPIを用いて活動しています。全従業員が KPIを用いて達成状況を確

認しながら、さらに良い活動へと充実・発展させています。 

※ KPI：Key Performance Indicator 業績管理指標・業績評価指標 

第 4期中期 CSR目標 企業理念・マテリアリティと KPIとの関係 

 

 
末尾別紙参照 

 

 

【2020 年度の主なトピックス】  詳細は日清紡グループ CSR サイトをご覧ください。 

(1) 日清紡ケミカル(株)は、住宅・建築物の断熱工事や、冷凍・保冷車、業務用冷凍・保冷庫

などのコールドチェーン関連、トンネル背面の空洞補修工事等に使用される硬質ウレタン

フォームの発泡剤を、フロン類の HFC（ハイドロフルオロカーボン）から、ノンフロンの

水および HFO（ハイドロフルオロオレフィン）への切り替えに取り組んでいます。2020 年

度の HFC使用量は、前年度比 49％削減となり、13,000t-CO2の CO2削減効果がありました。 
ターゲット：9.4 2030 年までに、資源利用効率の向上とクリーン技術及び環境に配慮した技術・産

業プロセスの導入拡大を通じたインフラ改良や産業改善により、持続可能性を向上させる。全ての

国々は各国の能力に応じた取組を行う。 

ターゲット：13.3 気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する教育、啓発、人的能力

及び制度機能を改善する。 

(2) 佐賀エレクトロニックス(株)では、半導体製造工程からの

排水を回収し再利用するための濾過装置を導入しました。

この装置で濾過した水（上水道以上の水質）は再度製造工

程に送水して再利用を行い、大幅な上水道削減を達成しま

した。目標としていた 24,000m3/年削減に対し、実績で

32,400m3/年削減となりました。また同量の下水 32,400m3/
排水回収再利用設備 

https://www.nisshinbo.co.jp/csr/
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年も同時に削減することができました。    
ターゲット：6.4 2030 年までに、全セクターにおいて水利用の効率を大幅に改善し、淡水の持続

可能な採取及び供給を確保し水不足に対処するとともに、水不足に悩む人々の数を大幅に減少させ

る。 

(3) 日本無線(株)は、社会貢献活動の一環として青少年に

ものづくりの楽しさを体感してもらうために毎年、ラ

ジオ工作教室を開催しています。2020 年度は、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により中止となった会場も

ありましたが、感染症対策を徹底し全国 11 会場で 225

名の生徒さんに参加していただきました。  
ターゲット：4.7 2030 年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイル、

人権、男女の平等、平和及び非暴力的文化の推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様性と文

化の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者が、持続可能な開発を促進する

ために必要な知識及び技能を習得できるようにする。 

(4) 新日本無線(株)では、製品開発におけるデザインレビュー（設計審査）を通じて、「各国

の電波法や規制に適合した製品設計がなされているか」、「お客さまに危害、危険を与えな

いことを配慮した製品設計がなされているか」、を検証することで、お客さまが安全・安

心に使用していただける製品提供に努めています。 2020年 12月 20日、情報通信機器と

AV 機器の 2 つの安全規格が統合した新安全規格（IEC/EN/UL623688-1）への移行に伴い、

対象となる製品すべてにおいて新安全規格への対応を完了しました。   
 

ターゲット：12.5 2030 年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用により、廃棄物

の発生を大幅に削減する。 

 

以上 

ラジオ工作教室 



 

 

  別紙 

日清紡グループ 第 4期中期 CSR目標  企業理念・マテリアリティと KPIとの関係 

 


